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を組織の主な LMS（Learning Management System）として活用する組織においては，その
親和性の高さから組織的な導入を検討するところもあり，同条件の本学においても一考に値す
ると考える。






































































するアンケートを実施した。調査は 2021年 2月初旬から 2月下旬にかけて筆者担当の講義の
履修者 171人に対してオンラインで実施し計 62人から回答を得た。講義全体の最終評価平均
点は 74.8点，アンケート回答者の最終評価平均点は 81.7点であった。





































































Google Classroom の独自性レポート機能は米国時間の 2019年 8月 14日に「Google As-



































分析方法については Google Classroom の独自性レポート機能とウェブサークル社が提供す





















おいては Word による提出が行われた課題 10件は分析の対象から除外した。結果，分析の対
象となる課題は 114/130件となり，全体の 87％となった。回答の平均文字数は 313.7文字で
あった。
4.2.3．分析結果
まず，Copy Content Detector による剽窃チェック機能について確認を行う。ウェブサーク
































114件中 1件であった。この 1件について詳細に確認したところ，レポート文中の「AI だけ




















剽窃チェックの分析結果においては，Copy Content Detector による判定は，類似度判定 0
件，一致率判定 4件の検知があった。また，Google Classroom の独自性レポート機能による
判定は 1件の検知があった。そして，筆者の判断として剽窃が認められるレポートはなかっ
た。
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4.3.2．システムとの統合
本研究における Copy Content Detector 検証時に得た知見であるが，組織で利用する






一方，独自性レポート機能は Google Classroom と一体化しており，データの変換や流し込







このように，現状，一部機能を除き独自性レポート機能は Google Classroom に付随し無償





ェックツールは一定の役割を果たす。Copy Content Detector にない機能として，独自性レ
ポート機能には学生が自分以外の著作物を提出物の中で適切に利用できるよう支援する機能が


























次に独自性レポート機能は Google Classroom と一体化しており，操作に関して教員への負
担は比較的小さいこと，Google Classroom に付随し無償で利用できることも加味して，Goo-
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げることが可能であると考える。
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